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4　ま　　と　　め

春まきタマネギの作型を設定するため，品種とは種

期（育苗日数）ならびに育苗方法が球の肥大におよぼ

す影響について検討した。

その結果，品種ではItポールスター1号”とtt　ラッ

キー”が初期から茎葉の発育が良好で球の肥大がよく，

多収を示した。

収鼻は定植後の活着の良否による影響も大きく，ベ

ーパーポットまき育苗が定植時の苗質もよいほか，活

着が良好で球の肥大が促進された。

以上の結果，収穫後の貯蔵性向上については今後検

討を要するが，本県におけるタマネギの春まき夏どり

栽培は，収量性や品質的な面からみて十分可能と思わ

れる。

砂丘地ダイコンの深耕栽培と施肥位置に関する試験

若松幸夫千・梅本俊成＊・岡安俊明＊・大場裕子＊

1　は　じ　め　に

畑作物に対する深耕の効果は古くから認められてい

るが，労力的な問題や機械器具の開発の遅れなどで，

広い面積での深耕は不可能な状態にあった。砂丘地は

一見して膨軟なようにみえるが，腐植が少なく，単一

な砂粒から成立しているので，未耕超の状態では土粒

子がしまりひじ上うに硬くなる。とくに最近，かん水

が実施されるようになってきてから，その固結が著し

い。したがって，深耕は，砂丘地の作物を生育良好に

する一つの大きな要田である。

19°2年前後に鳥取大学でドリル式深耕機スクリュー

ベーターが開発され，当場でも1叩1年以来使用してき

た。しかし，これは混層耕ができないこと，横の7レ

振動が大きく，刃形の減耗が激しいなど，また有機物

を全面に散布したり，雑草が繁茂した畑を耕起する場

合には能率が半減する。1972年に酒田市の伊藤氏によ

って，混層型深耕機スーパーローターが開発され実用

されることになった。従来，当地方のダイコソ栽培に

おける施肥体系は，深耕蝕で深耕したのち肥料を全面

に散布し，ローターベーターで施肥上層混和するかた

ちの二行程で実施されてきた。そこで，深耕機を使用

した場合の，省力的な意味をも含めた一行程による施

肥全層混和法と，その施肥方法について検討した。

2　試　験　方　法

1　品種　早太り大蔵

2　1区面積及び区制　1区200が，1区制

5　試験区構成　第1表に示す。

第1表　試験区構成

区 作　 業　 機 施　 肥　 状　 態

1 スクリューベーター ‘0（： 施肥全層混和

2
ノスーリベーP －ター

しローターベ‾タ‾

スーリベーローター

dOc椚　 深耕 ＋施肥上層混屈

5
d Ocm 器 誤 電 の 5 割増）

4 スーパーローター 80m ！ 施肥全層混和

4　栽培条件　は種8月5日，15日（テープシーダ

ー使用）。平うねでうね幅仙C恥　珠間40cm，施肥は10

a当り元肥V17毎，P20514極，Ⅹ2017毎。ほう砂2晦

は肥料と同位置に施した。追肥N8毎，P2054毎，Ⅹ20

°毎は，は種後40日，50日の2回に分施した。収穫は，

は種後dO日，85日

5　試験結果及び考察

1　生育と収量，菓長，葉数は，は種目，収穫日に

よる差がみられるが，試験区間の差は認められない。

葉重は，8月5日，15日は杜とも5区でやや重く，施

肥量増の影響と考えられる。根長，板径では，明らか

な差がみられないが，根重については，8月5日は種

で5・4区が，また15日は種では，5区が他区に比べ

てまさっていた。

＊Yukio WAKAMA間，ToslnariU肥MOTO，To8hki O蝕虹叫Y漉00BA（山形県園芸試験場砂丘分場）
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第2表　収量調査

区 は 種 目 収 穫 日
調 査

本 数
菓 長 菓 数 菓 重 板 長 根　 径 板 盈

1 0 a 当　 り 左 対 比 ！
尻 つ ま り

棄　 重 板　 重

1

8 月 10 月

7 0
∽ 枚 タ d Ⅵ cm ダ 吻 5，1 9 ㌘ 喀

2．74 4 ．4 5 1，5 4 8 0 5 1．2 5 ．9 7 8 7 2 ．0 0 0 1 0 0

2 8 9 S R 9 5 2 ．5 4 8 0 5 2 ．8 5 ．2 7 5 2 t 9 1 7 5．1 5 4 98 2 ．8

5 5　日 d 日 7 0 4 エ1 5 0 ．4 5 7 5 5 2 ．9 5 ．5 8 7 4 2，5 9 8 5，d 4 2 1 1 4 2 ．8

4 ‘8 4 5 ．2 5 2 ．2 5 4 0 55 ．8 5．8 1．0 5 9 2，2 5 0 4，4 1 1 15 8 2 ．9

1

8 月 18 月

6 7 4 8 ．0 5 4 ．1 5 8 5 5 2 ．0 8．5 1 0 4 0 2 ．5 5 5 4，5 5 4 10 0 2 ．9

2 7 0 4 2 ．8 5 5 ．9 5 7 8 5 5．5 5 ．9 9 9 D 1．5 7 5 4 ．1 2 5 95 2 ．9

5 5　日 1 1 日 朗 4 0．4 5 鼠8 4 7 0 5 5 ．1 5 ．9 t 1 5 D 1 9 5 9 4 ．6 8 8 1D 8 5 ．0

4 8 5 4 2．1 5 5．9 4 5 0 5 4 ．0 6 ．1 1．2 1 0 1 8 7 5 5，0 2 1 1 1 6 5．0

1

8 月 10 月

7 5 4 4 ．8 5 5 ．° 4 5 0 5 5 ．7 6．1 t l d O 1 8 7 5 4 ，8 1 5 10 0 2 ．9

2 7 4 5 1．5 4 5 ．8 4 5 8 5 5 ．1 5 ．9 1．1 1 0 t 8 2 5 4 ，8 2 8 9 8 2 ．8

5 1 5 日 1 5 日 ‘5 5 5 ．5 4 8．1 5 7 4 5 6 ．4 6 ．4 t 5 5 0 2，5 9 2 5 ，8 2 8 1 1 7 2 ．9

4 77 5 4 ．2 4 5．5 4 4 5 5 4 ．9 5 ．8 1 1 2 0 1，8 5 5 4 ，d d 7 9 7 5．0

1

8 月 10 月

7 0 5 2 ．5 4 5．0 4 2 0 5 6 ．4 6．4 1 5 5 0 t 7 5 1 5 ，5 2 1 10 0 2 ．9

2 7 0 5 4 ．5 44 ．1 5 7 0 5 5 ．7 8．4 1 2 8 0 t 5 4 2 5 ．5 5 4 9 7 2 ．9

5 1 5 日 2 1 日

1

70 5 5 ．1 4 4 ．7 5 9 0 5 鼠 2 8 ．5 1．4 8 0 七°2 5 8 ．18 7 1 12 5．0

4 7 0 5 0 ．4 44 ．D
l

5 5 0 5 7 5
l

8 ．4 t 5 5 0 ‖ 4 5 9 云 5・8 2 d 1 0 2 5．0

川a当り収量では，8月15日は種の5区85日どりが　　　2　階級別割合　M級以上の割合をみると，8月5

最も多く，次いで同区の60日どり，4区の85日どりと　　日は種では，4区の応日どりが88感と高く，他区は50

なった。なお，5日は種では，4区の65日どりが多く，　喀以下であった。15日は種では，とくに5区で高い傾

5区の85日どり，4区の‘0日どりの順であった（第2　　向がみられた（第5表）。

表）。

第5表　階級別調査

区 は　 種　 目 収　 穫　 日
調 査

本 数

階　 級　 別　 割　 合　 喀

叫級 以 上

5 I J 2 1」 L M S 2　 ≦； 等　 外

1

8 月 5 日 1 0 月 8 日

7 0

1．5 1 1．8

1．4 1 5 ．7 5 1．4 5 1．4
1．4 痴

2 6 9 2 ．9 1 1．° 2 8，1 5 9 4 2 ．9

5 7 0 ユ 1 2 5 ．7 5 5 ．7 5 1．4 7 1

4 ‘ 8 18 ．2 5 8 ．8 2 2 ．1 1 1．8 2 R 4

1

8 月 5 日 1 〔ト月 1 1 日

6 7 1．5 1 0．4

1 5 ．2

1 1．9 2 鼠 9 2 鼠 9 1 8 ．4 2 5．9

2 7 0 1．4 2 4 ．5 2 8 ．6 5 0，0 1 5．7 2 5 ，7

5 d ‘ 4 ．5 2 5 ．8 2 5 ．8 1 8．7 1 2 ，1 4 5 ．5

4 8 5 鼠 5 1 5 ．9 4 2 ．9 1 5 ，9 5，2 1 2 ．7 6 8 ．5

1

b 月 1 5 日 1 0 月 1 5 日

7 5

8 ．2

R d 1 1．0 2 °．0 2 5．5 2 0．5 R d 4 8 ．占

2 7 4 5 ．4 8 ．1 5 1．1 2 5．0 1 8 ．9 1 5 ．5 4 4 ．6

5 8 5 2 5 ．1 1 8 ．9 1 8 ．5 1 8．9 R 2 R 2 占4 ．8

4 7 7 2 ．8 1 1．7 2 2 ．1 5 5 ．8 2 5 ．4 7 8 5 占・L ＿

1 l

8 月 1 5 日 1 0 月 2 1 日

7 0 4 ．5 1 5 ．7 2 5 ．7 2 4 ．5 1 0．0 1 2 ．9 7 1 7 0 ．0

2 7 0 2 ．9 1 2 ．9 1 5 、7 2 8 ．° 1 8 ．8 1 2 ．9 7 1 ‘0．0

5 7 0 4 ．5 5 5 ．7 ；　 2 ス 1 1 8 ．° ヱ 1 5 ．7 1．4 8 5 ．7

4 7 0 4 ．5 2 1．4 さ 1日 　 2 7 1
l

1 4 ．5 1 1．4 4 ．5 ‡ 7 0 ・0

階　 級 5 IJ 2 Ⅰノ 1 M

範　 囲 2 毎 以 上 1 ° 吻 〝 1．4 吻 〝 1．2 毎 〝
：1・0桓〝 0．8毎〝
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以上，生育，収畳とも，スーパーローターによる全

層混和区がまさっており，8月15日は種では，施肥量

増の効果が認められた。

5　障害板　当年は，は種後9月下旬まで高温乾燥

が続き，8月5日は種で歓腐病が多発した。

ス入りでは，8月5日，15日は種とも，1・2区で

ス入り指数がやや高くみられた。ス入り現象は，柔組

織の急激な生長に伴い，その内容物の濃度が低下し，

第4表　障害根調査

加えて養分補給がともなわず，一種の飢餓状態になる

ためと考えられるが，とくに上層施肥区では，葉重も

少なく，生育後期に十分な肥効が得られなかったため

と考えられる。

岐根についてみると，全体的に1区のスクリューベ

ーター深耕区でやや高い傾向がみられており，土壌を

均一にする点では，スーパーローターに劣るものと考

えられる（第4表）。

区 は　 種　 目 収　 穫　 日 調 査 本 数

ス　 入　 り 岐　　　 板
軟 腐 病 り病 株率

率 指　 数 ※ 率 指　 数 ※

1

8 月 5 日 10 月 6 日

7 0
4 8 ．㌔

6．9
5．7 喀

2．0
12 ．9　 秘

2 8 9 5 5．1 ‘．4 2．9 0，8 エ2

5 70 5 0．0 5．0 2．9 1．0 1 0．0

4 8 8 5 5．8 5．4 5．9 0．9 10．5

1

8 月 5 日 1 0 月1 1 日

6 9 7 4．° R d 5．0 1．1 5．0

2 7 0 8 8．8 8．5 2，9 0．8 1．4

5 d d 6 8．2 8．0 4．5 1．1 Z d

4 8 5 7 4．6 8．1 0 0 8．5

1

8 月 1 5 日 1 0 月 15 日

7 5 ‘鼠 9 10．0 8．2 4．5 －

2 7 4 4 8．8 4．9 1．4 0．8
－

5 ‘5 一帖．2 5．2 4．8 2．0 ー

4 7 7 2エ5 5．0 2．8 0．8 －

1

8 月 15 日

l

1 0 月2 1 日

1

7 0 7 5．7 1 0．4 1．4 0．1 －

2 7 0 7 1．4 10．9 7 1 2．6 －

5 7 0 d 5．7 7 7 1．4 0．1 ー

4 　　 7 0

l

d Z 1 8．1 0 0 －

涼；指　数＝
∑（階級値×同階級に属する調査数）

調　査　本　数

4　ま　　と　　め

スーパーローターによる混層型の深耕の方が，スク

リューベーターによる深耕より優れており，施肥位置

は，上層約50cmより，全層の約60cm程度で混和した方

が，より良い施肥方法と考えられる。すなわち，これ

までの，深耕したのち施肥上層混和をする二行程のや

り方に対して，肥料を全面散布しスーパーローターに

より一行程で深耕全層混和するやり方のほうが，省力

的かつ有効な方法であると考えられる。

また，施肥量については，8月5日の早まきでは，

施肥畳の増加は必要ないと考えられる。8月15日の適

期は種の場合には，大根の急速な肥大期に地温が低下

することによって，養分吸収機能が劣ることから，あ

る程度施肥丑を増すことで，増収を期待できる。


